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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 3,052 △25.1 △218 ― △162 ― △264 ―
21年3月期第2四半期 4,074 ― △113 ― △63 ― △43 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △26.19 ―
21年3月期第2四半期 △4.27 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 5,617 2,624 45.8 254.94
21年3月期 6,044 2,851 46.3 277.51

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  2,571百万円 21年3月期  2,799百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 3.00 ― ― ―
22年3月期 ― ―
22年3月期 

（予想） ― ― ―

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,200 △15.3 △370 ― △285 ― △450 ― △44.61
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[注 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 4.その他をご覧ください。] 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.平成21年5月15日公表の通期業績予測は、本資料において修正しております。詳細につきましては、平成21年11月11日付「平成22年3月期第2四半期   
累計期間連結業績予想値の修正及び通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 
2.上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によって予想数値と異  
なる可能性があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 10,120,000株 21年3月期  10,120,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  32,213株 21年3月期  31,868株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 10,088,033株 21年3月期第2四半期 10,092,792株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界的な金融不安が引き起こした景気後退がよう
やく下げ止まりを見せつつありましたが、設備投資の減少および雇用・所得の悪化や個人消費の低迷に
より、先行きの不透明感は払拭されないまま推移し、依然として景況感は厳しい状況が続きました。 
繊維業界におきましては、為替の変動による輸出採算の悪化、消費者マインドの冷え込みによる個人
消費の低迷などの影響から、国内需要の減少は止まらず、企業を取り巻く環境は厳しい状況が増してい
ます。 
 このような状況のもと、当企業グループといたしましては、更なるコスト削減と効率的な生産活動
の取り組みによる対応が充分でなく、一定の効果を示す事ができず、一方で、ポリエステル、ナイロン
の合成繊維及びセルロース繊維の定番商品、自動車用内装シートの加工が大きく落ち込みました。業務
の合理化、商品の差別化に取り組んだものの、成果が上がらず、損益の悪化を招きました。 
この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は30億52百万円（前年同四半期比25.1％減）、経常損
失は１億62百万円（前年同四半期比99百万円の減益）、四半期純損失は２億64百万円（前年同四半期比
２億21百万円の減益）となりました。 
 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりです。 
(1) 繊維事業 

委託加工部門においては、個人消費の低迷から衣料品の国内需要の減少と、輸出向けの受注は円高
の影響から、共に定番品を中心に大きく減少し、更に自動車の販売不振から車輌シート材の落ち込み
が続き、セルロース繊維に特殊加工を施した商品は若干上向いたものの、売上高は20億27百万円（前
年同四半期比22.7％減）と大幅な減少となりました。 
製品販売部門においては、産業資材関係は、定番品が需要の低迷・在庫調整から売上高は減少し、
また、衣料関係においても国内需要の低迷が直撃し、差別化・付加価値化の商品転換が進まず大幅な
落ち込みとなりました。その結果、売上高は８億43百万円（前年同四半期比26.4％減）にとどまりま
した。 
以上の結果、繊維事業全体における売上高は、29億15百万円（前年同四半期比23.4％減）、営業損
失は２億７百万円（前年同四半期比89百万円の減益）となりました。 

(2) その他の事業 
内装業及び機械製造・修理事業は、繊維事業同様厳しい環境におかれ、苦戦を強いられた結果、そ
の他の事業における売上高は１億37百万円（前年同四半期比48.6％減）、営業利益は１百万円（前年
同四半期比14百万円の減益）となりました。 

  

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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(1)資産、負債、純資産の状況 
(流動資産) 
当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は25億31百万円で、前連結会計年度末に比べ
３億67百万円減少しました。これは、現金及び預金が２億60百万円減少したことが主な要因です。 
(固定資産) 
当第２四半期連結会計期間末における固定資産の残高は30億85百万円で、前連結会計年度末に比べ
60百万円減少しました。これは、機械装置等の減価償却費等で１億25百万円減少したことが主な要因
です。 
(流動負債) 
当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は17億17百万円で、前連結会計年度末に比べ
１億72百万円減少しました。これは、短期借入金が61百万円減少したことが主な要因です。 
(固定負債) 
当第２四半期連結会計期間末における固定負債の残高は12億74百万円で、前連結会計年度末に比べ
27百万円減少しました。これは、長期借入金が25百万円減少したことが主な要因です。 
(純資産) 
当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は26億24百万円で、前連結会計年度末に比べ２
億27百万円減少しました。これは、利益剰余金が２億64百万円減少したことが主な要因です。 

(2)キャッシュ・フローの状況 
当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、非資金取引である減価
償却費１億93百万円がありましたが、一方で税金等調整前四半期純損失１億64百万円、及び退職給付
引当金27百万円の減少等があり、結果として１百万円の支出となりました。 
投資活動によるキャッシュ・フローは、１億59百万円の有形固定資産の取得による支出等により、
１億70百万円の支出となりました。 
財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入れによる収入１億円がありましたが、短期借入金
の純減少額90百万円、及び長期借入金の返済による支出97百万円等により、87百万円の支出となりま
した。 
以上の結果、当第2四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は２億88百万円となり、前
連結会計年度末と比べ２億60百万円減少しました。 

  

当第２四半期連結累計期間における業績の進捗状況を勘案し、業績予想の見通しを行った結果、平成
21年５月15日に公表いたしました平成22年3月期の業績予想（連結・個別）を修正しております。詳細
につきましては、平成21年11月11日付「平成22年３月期第２四半期累計期間連結業績予想値の修正及び
通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。 

  
  

 該当事項はありません。 

①固定資産の減価償却費の算定方法 
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す
る方法によっております。 
②税金費用の計算 
税金費用については、連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合
理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見
積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる会社については、法定実効
税率を使用して計算した金額を計上しております。なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示
しております。 

 該当事項はありません。 

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 381,345 641,635

受取手形及び売掛金 1,443,023 1,432,218

商品及び製品 210,026 227,594

仕掛品 145,261 149,200

原材料及び貯蔵品 279,066 293,093

その他 86,467 169,545

貸倒引当金 △14,158 △15,005

流動資産合計 2,531,031 2,898,282

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,138,922 1,180,295

機械装置及び運搬具（純額） 840,155 965,785

その他（純額） 270,831 235,537

有形固定資産合計 2,249,909 2,381,617

無形固定資産 11,789 8,346

投資その他の資産   

投資有価証券 739,613 681,858

その他 84,668 74,571

投資その他の資産合計 824,281 756,429

固定資産合計 3,085,980 3,146,393

資産合計 5,617,011 6,044,676
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,109,190 1,123,722

短期借入金 231,200 293,000

未払法人税等 8,933 4,485

賞与引当金 21,870 25,895

その他 346,771 443,575

流動負債合計 1,717,965 1,890,678

固定負債   

長期借入金 231,500 257,000

退職給付引当金 798,459 826,204

役員退職慰労引当金 38,867 38,605

負ののれん 10,325 10,784

その他 195,356 169,601

固定負債合計 1,274,508 1,302,195

負債合計 2,992,474 3,192,874

純資産の部   

株主資本   

資本金 506,000 506,000

資本剰余金 130,686 130,686

利益剰余金 1,741,058 2,005,214

自己株式 △5,611 △5,578

株主資本合計 2,372,133 2,636,323

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 199,601 163,240

評価・換算差額等合計 199,601 163,240

少数株主持分 52,802 52,238

純資産合計 2,624,537 2,851,802

負債純資産合計 5,617,011 6,044,676
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 4,074,655 3,052,325

売上原価 3,813,669 2,925,184

売上総利益 260,986 127,140

販売費及び一般管理費 374,470 345,419

営業損失（△） △113,484 △218,278

営業外収益   

受取利息 1,253 504

受取配当金 6,814 5,568

受取賃貸料 53,002 52,381

その他 12,726 19,548

営業外収益合計 73,796 78,002

営業外費用   

支払利息 2,559 4,030

持分法による投資損失 3,937 2,737

賃貸費用 13,617 12,342

その他 3,415 3,268

営業外費用合計 23,529 22,379

経常損失（△） △63,217 △162,655

特別利益   

貸倒引当金戻入額 219 187

特別利益合計 219 187

特別損失   

固定資産処分損 4,759 2,475

特別損失合計 4,759 2,475

税金等調整前四半期純損失（△） △67,758 △164,942

法人税等 △27,103 98,084

少数株主利益 2,446 1,129

四半期純損失（△） △43,101 △264,156
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △67,758 △164,942

減価償却費 197,677 193,175

持分法による投資損益（△は益） 3,937 2,737

有形固定資産処分損益（△は益） 4,759 2,475

その他の償却額 33 △17

退職給付引当金の増減額（△は減少） △167,680 △27,745

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,449 262

賞与引当金の増減額（△は減少） △4,801 △4,025

貸倒引当金の増減額（△は減少） △719 △846

受取利息及び受取配当金 △8,067 △6,072

支払利息 2,559 4,030

売上債権の増減額（△は増加） 62,562 △10,805

たな卸資産の増減額（△は増加） 13,942 35,534

仕入債務の増減額（△は減少） △11,136 △14,532

その他の資産の増減額（△は増加） △2,347 △10,936

その他の負債の増減額（△は減少） △67,833 110

小計 △42,423 △1,596

利息及び配当金の受取額 8,067 6,072

利息の支払額 △2,721 △3,899

法人税等の支払額 △5,637 △2,397

営業活動によるキャッシュ・フロー △42,714 △1,820

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △148,968 △159,740

有形固定資産の売却による収入 15 －

無形固定資産の取得による支出 － △4,625

従業員に対する貸付金の回収による収入 14,867 4,721

長期前払費用の取得による支出 － △11,520

その他の支出 △1,927 △254

その他の収入 573 853

投資活動によるキャッシュ・フロー △135,439 △170,566

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △80,000 △90,000

長期借入れによる収入 300,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △25,000 △97,300

自己株式の取得による支出 △34 △33

配当金の支払額 △30,290 －

少数株主への配当金の支払額 △570 △570

財務活動によるキャッシュ・フロー 164,105 △87,903

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △14,048 △260,290

現金及び現金同等物の期首残高 600,320 548,635

現金及び現金同等物の四半期末残高 586,271 288,345

- 8 -

倉庫精練㈱（3578）　平成22年3月期第2四半期決算短信



該当事項はありません。 

  

前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日) 

 
  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
  

(注) １ 事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各区分の主な製品 

(1)繊維事業……………各種繊維製品の染色加工及び製造販売 

(2)その他の事業………各種機械の製造販売及び内装業等の繊維事業以外の事業 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

在外子会社及び重要な在外支店がないため、記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

繊維事業 
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結 
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

3,807,828 266,826 4,074,655 ― 4,074,655

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

─ 54,711 54,711 (54,711) ―

計 3,807,828 321,538 4,129,367 (54,711) 4,074,655

営業利益又は営業損失(△) △118,287 15,659 △102,627 (10,856) △113,484

繊維事業 
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結 
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

2,915,221 137,104 3,052,325 ― 3,052,325

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

─ 61,895 61,895 (61,895) ―

計 2,915,221 198,999 3,114,221 (61,895) 3,052,325

営業利益又は営業損失(△) △207,895 1,555 △206,339 (11,938) △218,278

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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